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「三田学会雑誌」84巻 2 号 （1991年 7 月）

—— ——  

近 世 都 市 卜 ゥ ル ー ズ に つ い て

—— その都市機能の変化——

日本におけるヨーp ッパ都市史の研究は中世

都市中心に進められてきたが，近年，近現代都

市にも焦点があてられ，研究の幅が拡大されつ

つある。 しかし，地理的，経済的，社会的観点

から都市機能を検討する研究は現代都市を別に

すれば， まだ少ないのが現状であろう。都市機

能とはもともと19世紀ドイツの地理学者ラッツ

エ ル R a tz e l  ( 1 8 4 4 -1 9 0 4 )が生理学上の「機能」

の概念を借用し，都市を一つの器官に見立てて，

都市空間の働き（作用）を説明し， 成功をおさ 
( 2 )

めたことに端を発している。以来， これは地理

学，歴史学，都市社会学……等各分野の研究者

に利用され定着するに至った。

一般に，都市機能には，商業的機能，文化的

機能，行政的機能… … 等とさまざまあるが， ど

のような都市も機能が一 '"5 だけにとどまるもの

ではない。たとえ軍港都市で軍事的機能が有力

であっても，軍人とその家族相手に， また近隣

の市町村相手に，商業的機能も行政的機能も交

通的機能も働いている。要するに，都市は諸機
C 3 )

能を合わせもつ複合的な性格なのである。 しか

宫 崎 洋

し，諸機能の中で，有力な機能を規定する決め

手は何か。恐らく，合理的な判断の決め手の一

つは住民が従事する活動の様式を，可能ならば

S 的に計測して比較することにあろう。それは

例えば有業人口中に占めるある職種の比率を比
( 4 )

較することによっても知られよう。 もちろん， 

これは1 9世紀以前の都市について考えた場合で . 

統計資料が十分揃っているそれ以後の時代につ 

いては更に多くの指標を加え， より精緻にする 

ことができよう。

以上，簡略ながら，都市機能について私見を 

加えたが，以下では近世フランス（16- 1 8世紀） 

のトゥルーズを事例に都市機能の変化を検討し， 

近世都市研究に内在するさまざまな課題，社会 , 

経済，国制との連関を探りたい。その際，筆者 

の主たる関心は地理的環境を背景にした歴史的 

都市機能にある。本論の構成及びそこで課題と 

する問題を以下に示せば次の通りである。

(一)は本稿の主眼とするトゥルーズの都市機能 

を検討する予備知識として，前工業化時代の社 

会では自然環境が強い影響力を及ぼすところか

注（1 ) 千葉治男著『フランス「近世」都市研究の問題性』（『西洋史研究』，新篇，1972年，116-126頁）は 

北仏アミアンを検討したP .デイョンの研究を利用して都市に内在する問題を提示したすぐれた論考 

である。

( 2 )  J . ボージュ. ガルニニ，G .シャボー共著，木内信蔵，谷岡武雄共訳『都市地理学』，鹿島出版会，昭 

和46年，105頁 （J_ Beau jeu-G arnier &  G. C h ab o t: Traite de Geographie urbaine. Paris> 1963. ) 0

( 3 ) 例えば，ネルソンの都市分類を想起されたい。簡略には高橋伸夫他著『改訂増補都市地理学入門』， 

原書房，1989年，44-50頁を参照。

( 4 ) ボージュ. ガルニヱ，シャポ一共著前掲書，107頁0
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ら，更にはまた㈢ 以下で逐次検討する機能を補 

足する意図から， トゥルーズの地理的環境を整 

理して提示する。

㈡ は㈠ 同様の予備知識として，同市の歴史的 

形成とその規模に関する知識を最少限度，機能 

の説明に資する限りにおいて，整理して提示す 

る。

㈢ は本論の第一部をなし， 16世紀の都市機能 

の検討である。 ここではどのような機能が存在 

したかが課題である。 もとより，機能には多々 

あり，例えば巡礼の教会詣で，修道院の建設か 

ら宗教的機能の存在も否定できないが，主とし 

て商業的，行政的，交通的の三機能を指摘する。

㈣ は17世紀の都市機能の検討である。 ここで 

は16世紀に関して明らかにされた諸機能がどの 

ように変化したかが課題である。 これを17世紀 

末に作成された人頭税台帳の研究を通して見る 

ことにする。

㈤ は18世紀の都市機能の検討である。 ここで 

は17世紀に関して明らかにされた諸機能が更に 

どのように変化したかが課題である。

㈥ は上述のような検討によって明らかにされ 

た諸機能に加えて， 18世紀には，新たに運送的 

機能の存在を追加，指摘する可能性を探ること 

が課題である。

㈦ は結語である。 ここでは1 6世紀から18世紀 

までの諸機能について総括し， 16世紀に最も顕 

著であった商業的機能から18世紀に最も顕著で 

あった行政的機能への変化はなぜ生じたのかが 

課題であり，その原因の一端を絶対王政下の社 

会，国制構造に求めて説明を試みることにする。

㈠

さて，トゥルーズ  T oulouse〔tu -lu : ( - ) z ( 9 )〕

はフランス南部， ピレネー山脈の北麓にある。

周知のように， ピレネー山脈はフランス， スぺ

イン両国を分つ全長435キロの長大な山脈だが，

急傾斜の北斜面は海抜 143 メートルのトゥル一
( 5 )

ズでほぼ消滅する。イギリスの農学者ア ー サ ー •

ヤング A rthur Young (1741-1820)はその旅行

記の1787年 6 月1 6日の項で「ガロンヌ河の対岸

にある丘陵の隆起はトゥルーズに始まったが，

昨日ますます規則的になった。たぶん，それは

ピレネー山脈から最も遠くまで派生した支脈で，

この広大な谷の中を終点のトゥルーズまで連綿
( 6 )

と続いている」 と述べている。 この山脈に水源

のあるフランス四大河川の一つ， ガロンヌ河は

支流アリエ一ジュA riさg e 河と合流し，トゥルー

ズ市中を貫流し，西方の大西洋に大きく湾曲す

る。 この湾曲する地点にあるトゥルーズは大西

洋，地中海にほぼ等距離にあるため，早くから

河川交通と陸上交通が発達し，東方では陸路ラ

ングドッ ク，地中海地方へ，西方ではガロンヌ

河によりガスコーニュ，大西洋地方へ，南方で

はガロンヌ河とアリエ一ジュ河と陸路により力

タルーニ ャ 地方へ，北方では陸路オーヴヱルニ

ュ地方へ連絡し，交通の要衝をなしていた。ち

なみに， トゥルーズを経由する大西洋と地中海

を結ぶ地域はフランス地峡 Isthm e de France

(古代ギリシアの地理学者ストラボンStrabon (B . C.

6 4 -A_ D. 2 1 以後）はガリヤ地峡 Isthm e G a u lo isと

する）と呼ばれ，両洋を結ぶ最短距離（約400キ 
( 7 )

ロ）の地である。

気候は大西洋の影響を受けた西岸海洋性気候 

だが，地中海と巨大なピレネー山脈という障壁 

の影響を受けて気圧の変化が激しく， 温 暖 （年

平均気温12_4て）ではあるが，かなり乾燥（年平
„ ⑷

均雨量6 7 4ミリ）した独特の気候をなしている。

このため農耕に適し.穀物栽培とブドゥ栽培が

'注 ( 5 )  L. D u til: L a  Haute-Garonne et sa Region, Geographie historique. Tom e I G eneralites，T o u 

louse et Paris, 1928. pp. 20- 23.
( 6 )  A. Y o u n g : Travels during the Y ears 1787y 1788 &  1789. London, 1794，Vol. I, P . 22 (宮崎 

洋訳『フランス紀行』，法政大学出版局，1983年，41頁)。

( 7 )  P. A ra u e : Geographie du M idi aquitain. P aris，1939，pp. 181-182.

( 8 )  Ibid., pp. 1 6 - 2 1 .国立天文台編『理科年表』，丸善，平成2 年，304-305頁及び348-349頁。
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発展し，周辺地方は農業王国の観を早くから呈 

していた。

以上のような地理的環境はトゥルーズの発展 

と都市機能に深く関連し，都市の様相と社会生 

活の規範に，特に前工業化時代のそれらに影響 

を与えていた。

㈡

このトゥルーズは前項のよ うな地理的位置を

占めていたから， ガリヤ時代早くも部族国家

Civitates T o lo sa tiu m として姿を現わし， ロ

一マ時代には軍の駐屯地となり，都市として成

長した。その後， トゥル一ズは西ゴ一ト人が侵

入すると，419年一506年まで西ゴート王国の首

都，849年一1218年までトゥルーズ伯領の首都，

そして最後に . 1271年フランス王国領となって 
( 9 )

近世に至る。本稿が問題にする16世紀の時点の

トゥルーズでは，市街地は主としてガロンヌ河

右岸に発展していたが，左岸にも若干進出して

いる。市街地の周囲には， 1345年以後再建され

た城壁がめぐらされ， 1521— 1547年には城壁の

前に稜堡，外堡が建設され，背後には塁道が配

され，二つの市門の前には砲床が建設され，防

備強化が推進された。城壁内の面積は両岸地区

合計して，14世紀中葉で約140へクタール，17世
(10) _

紀末で約 1 7 5へクタ一ルであった。都市行政の

及ぶ範囲は市参事会員C ap ito u lの選挙区から

みる限りは城壁内に限定されるが， 16世紀以来
(ID

城外区 Fau b o u rgが形成され始める。城壁内の 

都市景観には，洪水，火事といった災害や都市 

計画により，変化と整理統合が生じている。洪

水はガロンヌ河と支流のアリエージュ河が不透

水性の石灰質砂岩の急斜面を流れ下り， トゥル

一ズの上流約 1 0 キロの地点で合流するため，

両河流域で広範囲の集中豪雨があるたびに，流

量のピークが一致すると急増水して， 河幅が

約 2 0 0  メートルあるにもかかわらず，水位が急

上 昇 （通常の最高水位と最低水位の差はパリでは50

センチ以下だが， トゥルーズでは200センチ。 1875年

の大洪水の際の水位は970センチ） して市街地を破 
(12)

壊した。火事も少なくなかった。主要な事例だ

けでも，1463年，1528年，1539年 … … と続き，

1550年， 1562年には火事で数百軒も焼失したた

め，市当局はたまりかねて防火対策を講じ，木

材に代:わるレンガの強制使用に踏み切った。そ

の結果， レンガの使用により建築物の種類にも

幅がでて，一般住宅が三階建になった他，貴族

の館，成功した商人や高等法院官僚の大邸宅が 
(13)

続々と建設された。 これらの建築物は広大な敷 

地を要するところから，多くの小住宅を買収し 

て取り払い，事実上の区画整理になった。一例 

を挙げるなら，16世紀に高等法院官僚の大邸宅 

が集中していたダルバート区Capitoulat de la 

D alb ad eには， 1478年に家屋が 643軒あったが， 

1571年には510軒，1633年には409軒に減少して
(14)

いるのであった。また， これとは別に，緩慢な 

がら都市計画も始まる。例えば，左岸と右岸を 

結ぶ石造りの永代橋ポン=ヌ フ P o n t-N e u fは 

1543年着工され，国王広場（現力ピトゥ一ル広場） 

は1676年着工され，街路の直線化計画は1767年 

命ぜられ，共同墓地は1780年城外区へ移転させ 

られたし， これらとは別に， 1735年の王令によ
(15 )

り，建築には許可を必要とするに至った。

注 （9 )  くわしくは Phi. W olff: Histoire de Toulouse. Toulouse, 1974，pp. 7 -171. 簡略には D .F a u c h e r : 

Les Villes de la Region de Toulouse. Toulouse, 1942, pp. 84-94.
(10 ) J . Coppolani: Toulouse, Etude de Geographie urbaine, Toulouse, 1954, p. 56 e t p. 9 9 ; H 

R a m e t: Histoire de Toulouse. Toulouse, 1935, p. 365.

(11 ) Ibid., p. 9 3 ; W olff, op. cit” p. 246.

(12) Dutil, op. cit., pp. 21-23 ; Arque, op. cit., pp. 27-31.

(13 ) Coppolani, op. cit., pp. 83 8 4 ; W olff, op. cit., p. 246.

(14 ) Ibid., p. 85.
(15) Ibid., pp. 89-90 ； W olff, op. cit., p. 254.
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一方，運河開削も始まる。 これは市内より 1 

キロ下流の地点から地中海岸のセット S ^ t e ま 

で全長 2 4 1キロを 1 0 0の水門で下るラングドッ 

ク 運 河 Canal de Languedoc (別名ミディ運河 

Canal du M i d i )である。 これは運河とガロンヌ 

河により大西洋と地中海を結び， ジブラルタル 

海峡を廻らなくてすませる一大国際貿易路を構 

築しようとする 1 6世紀以来の遠大な夢の実現 

であり，徴税請負で財をなしたピエ一ル= ポ

ル . リ ケ Pierre-Paul R iq u e tが私財を投じて
(16)

1681年完成したのであった。

このようなトゥルーズの人口はどのくらいだ

ったか。先に引用したヤングは1787年 6 月1 4日

の 項 で 「トゥルーズは大変古めかしく，大変大

きいが，規模の割に人口は多くない」 と指摘し 
(17)

ている。彼が多くないとする指摘の根拠が何に 

よるのか明らかではないが，結果的にはほぼそ 

の通りであろう。今日最も信頼できる人口数は 

推定の域をでないとわ言え， 1550— 1560年期に

5 万人，1695年に 4 万 3, 0 0 0人，1750年に 4 万
(18 )

8, 000人，17%年に 5 万8, 000人で，1700年頃パ

リが53万人の時， フランスで9 番目の人口数で 
(19)

あった。

㈢

さて，本題の都市機能だが，16世紀について 

は主として商業的機能，行政的機能，交通的機能 

と，三機能を指摘できるであろう。 ここで商業 

的機能と言うのは，市民の日常生活に便宜を供 

する商業活動やその働き（作用）ではなく， 大 

青という毛織物工業にとって不可欠な染料の取

引をめぐる活動や影響についてである。 大青

P a s te lとはアブラナ科の二年草で， トゥルーズ

周辺のアルビ，上 ガロンヌ， 16世紀には特にロ

ラ ゲ L a u ra g a is地方で栽培され， 葉から染料

を製し， トゥルーズ市内の大青を扱う商人の許

に搬入された。商人はこの大青をフランス各地

ばかりか， ボルド一からイギリス， フランドル，

スペイン等に輸出した。大青の色は紺色だが，

非常に色がさめにくく，他の染色とまぜあわせ

ることにより，黒，紫，緑の色を作ることがで
(20)

き，重宝がられたのであった。今日数量的に全

体の取引量は明らかになっていないが，個々の

大商人の取引についてはある程度明らかになっ

ている。 取引は 1 5 世紀に繁栄し始め， 1540— 
(21)

1560年には絶頂に達するが，大青で財をなした

ピエ一ル • ア セ ザ Pierre A s s e z a tの例をみて

みよう。彼は多くの都市，国と取引をしたが，

第一の取引相手国はスペインで，サン .セバス

テ ィ ア ン San S e b a s tia n ,パ ン ブ ロ ー ナ Pamp-

l o n a ,ビルバオ B ilb a oを結ぶ北部三角地帯に

輪出したが， 他には， ア ン ヴ ヱ ー ル Anvers,

ロンドン， ル ア ン R o u e n といった北方の諸都

市， ボルドー， バ イ ヨ ン ヌ B a y o n n e ,ラ • ロ

シヱル L a R o c h e lleといった南西部の諸都市

とも取引をした。彼がボルドーに送った大青は

1556年 10月 1 日一1557年 9 月 3 0日の間だけで

9, 284梱 （ー梱約 80-100キp グラム）， 1559年 10月

1 日一1560年 9 月 3 0日の間では13, 6 9 7梱にの

ぼり， ここから各地に分散輸出されたが， トゥ

ルーズで直接取引された大青の多くもア ン ヴニ

一ル， ロンドン， ル ア ン か らやって来た商人に
(22)

引渡されていた。かくて， この大青取引の絶頂

注 （16) Ibid” pp. 7 3 -7 4 ; W olff, op. cit” pp. 311-312. くわしくは O. de R oquetle-Bu isson et Ch. Sar- 

ra m o n ; Le Canal du Midi. Toulouse, 1 9 8 3 .を参照。

(17 ) Young，op. cit” p. 21. (邦訳前掲書 39頁)。

(18) Coppolani, op. cit； p. 9 7 ; C oppolani: Etude sur la Population de Toulouse au X V IIP  Siecle 
(Bu lletin  de l ’A ssociation M arc B lo c h : H istoire de la Civilisation Seances de rA n n ee 1950

1 95 1 .). p. 2.
(19 ) J. D u paquier: L a  Population fran qa ise  aux I7e et I8 e Siecles, Paris, 1979，p. 40.

(20) Wolff, op. cit” pp. 223-225.
(21 ) C oppolani: Toulouse, Etude de G eographie urbaine. p. 68.
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表 1

1462 1547 1610 1699 1751 1789

法 院 長 1 1 1 1 1 1
丸 帽 子 の 部 長 0 0 6 8 9 4
予審部部長評定官  
特権侵害部部長評定官 } 3 4

1 約
6
2

6
2 } 8

評 定  官 16 56 1 100 110 112 84
主 席 検 事 0 1 1 1 1 1
次 席 検 事 0 0 2 2 3 3

合 計 20 62 約 110 130 134 101

出典：L ap ierre : Le P arlem ent de Toulouse, p . 1 3 .などc

期には， リヨンの銀行家やイタリヤ商人も入り
(23 )

込み， トゥルーズは大にきわいであった。多数 

の大青商人が富裕になり，例えばビュール. ア 

セザが 35 メー トルの尖搭をもつ豪邸アセザ館 

Hotel d’A s s 6 z a tを建てたように，邸宅を建て 

たり，郊外に多数の所領を購入したり，国王官
(24)

職を子弟に購入している。大青を商う組合もで

き，市民は大なり小なり大青に関与して生活し

た。 こうして， トゥルーズには，大青取引によ

る大規模な商業的機能があったことを確認でき

るであろう。 ところが，大青取引は1560年代に

突然崩壊した。それは新大陸産の染料インディ

ゴ In d ig oが輸入され， ヨーロッパ市場に乱入

したからである。インディゴは価格が安く，良

質だったため， またたくまにアンヴエール， ロ
(25 )

ントン等の市場を席捲した。以後， トゥル一ズ

商業は宗教戦争の激化とあいま 

ぱい低迷を続けるのであった。

て18世紀い

次に，商業的機能と並行し，やがてそれに代 

って有力になるのが行政的機能である。 これは 

主として王権の諸機関が設置され，それが拡大 

されることによって強化された。 トゥルーズに 

は，主要官庁として市庁の他に，地方総督府と 

高等法院が設置されていた。地方総督府は17世 

紀に有名無実化して重要性を失なうが，高等法 

院は王権の最高司法機関として，また危機の際 

の行政機関として重要な役割を演じる。 トゥル 

- ズ高等法院の場合，その管轄範囲はラングド 

ック州一円ばかりか，ギ ュ イ エ ン ヌ ， ガスコ一 

ニュ， フォワ， オーヴエルニュの諸州の一部に

も及び広大であり，法院官僚数もそれに対応し

て多く，管轄範囲，官僚数ともパリ高等法院に
(26)

次いで二番目の規模であった。表 1 は18世紀ま

での法院官僚数の変化をまとめたものだが， こ
(27)

れから着実な増加をみてとることができよう。 

これらの官僚は法院の中で上層の官僚だが，や

注(22) G. C a s te r : L e Commerce du Pastel et de I’Epicerie a  Toulouse 1450-1561. Toulouse, 1962, 
p p .171-189.

(23 ) R am et, op. cit” pp. 348-349.

(24 ) Ibid” pp. 3 5 1-352 ; W olff, op. cit” p. 227 ; Coppolani, op. cit” p. 77.
(25 ) W olff, op. cit” pp. 234-235.

(26 ) M .E_ L a p ierre : L e Parlement de Toulouse. Paris, 1875，pp. 57-58 ； M. E . L ap ierre : L e Parle
ment de Toulouse，son Ressort，ses Attributions et ses Archives. Toulouse, 1869，pp. 8 -9  et pp. 

57-58 ； L. M iro t: M anuel de Geographie historique de France. Tom e I I，P aris，1950， p. 376 ； 
W olff, op. cit., pp. 236-240.

(2 7 ) L a p ie rre : L e Parlem ent de Toulouse, p . 13 e t p. 3 0 ; B laquiere, Castan et G erard : Documents 
toulousains sur I’Histoire de France I I，pp. 25—26 ； Alm anack historique et chronologique d 
Languedoc. Annee M DCCLI, Tou louse，pp. 10-25 ； M em oires sur Mrs du Parlem ent de Toulotu 
MS, 565 Q39-R764) pp. 103-135 (B ibliotheque m unicipale d’A ix-en-Provence).
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がて20年 と 1 日勤勉に働きその職にとどまると，

世襲の貴族身分が与えられることになったから，

法院の上層官僚になることは富裕な市民にとっ

て羡望の的であったし，教育を受け，官職を運

よく購入して就任することの困難さ，優秀さへ

の畏敬の念， 法の香人の威信への恐れから，
(28)

官僚への敬意は絶大であった。 この他に，1520 

年トゥル—ズ造幣局 H 6 te ld e s  Monnaies de 

T o u lo u seが，1548年フランス地方財務局Bu

reau des Tresories de France か，1552 年上 

座裁判所 Si^ge p resid ia lが  創設され，続
(29)

々と官僚の増員をみることになった。 こうして， 

多数の官庁，多数の官僚をかかえることにより， 

トゥルーズは市内ばかりか周辺部一円に上，中， 

下級とさまざまなレベルの権力網を構築し，行 

政的機能を発揮したのであった。

最後に，交通的機能がある。 これは先に指摘 

したように， トゥルーズが交通の要衝にあり， 

前記ニ機能が作用した結果，助長されたもので 

あろう。河川では， ガロンヌ河，アリエージュ 

河が河船に利用されたが，陸路では，馬車，馬， 

かご，徒歩で往来がなされた。 しかし，1588年 

以来， トゥルーズはパリ， リヨン，ボルド一と 

駅 馬 車 C o c h eで結ばれるに至った。 駅馬車と 

は決った路線を乗客がつき次第運行するもので，
(30)

週一便乗客と郵便物を輸送した。 このような卜 

ゥルーズに人はさまざまな目的をいだいて到着 

し，また出発していった。国内巡幸のため1533 

年と1542年には国王フランソワ一世が，1565年 

にはシャルル九世がやって来たが，スベインの 

サンティアゴ • デ .コンポステラ Santiago de 

C o m p ostelaへ行く巡礼， 大青取引のための商 

人，高等法院や各種裁判所へ提訴のためにやっ 

て来た訴訟依頼者，各種官庁の視察や連絡のた 

めにやって来た官僚，国際的名声を保持してい

たトゥルーズ大学へ入学のためやって来た学生， 

その他近郷近在の買物客まで雑多な人々がいた。 

中にはトゥルーズに住みついた外国人も少なく 

ない。 フランソワ一世は3 人のスペイン人商人， 

ベルヌイ Bernuy ( ブルゴスB u r g o s出身），ルプ 

Loupe ( パンプロ一ナ出身）， サンクシュイ San- 

xuis (ォスコO s c o 出身） に 帰 化 免 状 L ettre  

de N a tu ra lisa tio nを与えたが， この他にも有 

力者には，イタリヤ人銀行家フリスコバルディ 

F r i s c o b a l d i ,都市役人に選出されたバンディネ

ッリ Bandinelli， マ ン デ ィ ネ ッ リ Mandinelli
(31)

等を挙げることができる。

かくて， このような人の往来による需要に応 

じるため，ホテルや売春宿も発達している。ホ 

テルについては，市当局自体が二つの宿泊施 

設を所有していた。 これらはラ•アル宿泊所 

Logis de la H a l l e とレスキュ * ド，トゥル一 

ズ宿泊所  Logis de l’Escu  de Toulouse で， 

運営を民間に請負にだしていた。 しかし， これ 

では十分でないため，市当局は優良ホテルを16 

指定し，一目で分るように，特別の看板をかけ 

させた。1 5 3 9年には， このようなホテルが駝 

鳥 屋 l’A utruche，泉屋  L a Fontaine, 天押屋 

Les B a l a n c e s ,リンゴ屋La Pom m e，聖フラ 

ン ソ ワ 屋 Saint-Frangois，聖 ジ ャ ン 屋 Saint- 

Jean, 三王屋  Les Trois Rois, 黒中冒屋 Le Cha

peau N o i r と 8 軒あった。 中でも， 天砰屋と 

黒帽屋は大変評判がよかった。 この他に，看板 

の与えられていない通常のホテルがあったが， 

1558— 1562年には26を数え，その内 3 ホテル， 

バザクル屋 Le B a z a c l e ,トゥニ屋 Tounis， ガ 

ロ =港 屋 Port-G arau dは河川で働く人々を相手 

にしたホテルであった。全体の宿泊者収容能力 

は 1 ,2 0 0人を数え，15世紀中葉より 20% 収容能
(32)

力がアップしたとされている。売春宿について

注 （28) Wolff, op. cit., pp. 240-242
(2 9 ) R am et, op, cit” p. 345 ; W olff, op. cit” p. 238.

(30 ) Coppolani: Toulouse, Etude de Geographie urbaine. p. 75 et p. 77.

(3 1 ) Ram et, op. cit” p. 3 4 9 ; W olff, op. cit” pp. 226-227.

(32 ) W olff, op. cit” p_ 247.
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表 2

課税額 姐 1 livre 10 20 40 60 100 120 200 合

し 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 計

-F#<-
族 107 28 53 20 72 2 65 13 360

行 政 職 62 19 28 10 15 10 28 12 184

法
司

の実務 
法

職'!
職}

27 266 153 314 14 61 4 145 5 989

軍 人•兵 士 11 91 3 4 2 111
年 金 生 活 11 99 27 33 1 31 2 204

商 売 44 512 256 143 58 13 15 3 1,044
医 療 5 39 67 3 114
自 由 業 1 74 14 12 5 3 4 113
職業の記載無し 376 376 27 24 1 6 810
ホ テノレ 業 2 141 23 1 167

手 ェ 業 381 2, 567 537 8 1 3,494
雑 業 117 862 41 2 1,022

農 業 267 1,288 59 6 1,620

合 計 1,242 6 ,484 1,254 631 110 199 33 274 30 10,232

出典：Thoum as- Sch a p ira : Bourgeoisie toulousaine.

は， トゥルーズには，市当局が所有する公認の

それが 1 軒あり，運営は民間に請負にだされて

いた。 これは緑の館Chateau V e r t と呼ばれ，

25室から成るラングドックで最大規模の売春宿

で，市の中心にあった。娼婦の数は1514年のリ

ストでは34人，1521年のそれでは32人，1528年

のそれでは30人で，出身地はトゥルーズとその

周辺地方ばかりか，パリ， リヨン，ボルドー，

更 に ロ ン バ ル デ ィ ア ， ピエモンテ， サルデ一ニ
(33)

ャといったイタリヤ諸地方も散見され，娼婦自 

体流浪の果てに漂着したことを物語り，交通的 

機能の発達をうかがい知ることができる。

㈣

以上，16世紀の都市機能について，間接的な 

がらその存在を指摘したが，それ以後， どのよ 

うに変化したであろうか。 この問題を明らかに 

するために，1695年に新設された力ピタシオン 

C ap itationを課税するために市当局が作成した

p. 319.

台帳の研究を利用してみよう。台帳は城壁内部 

の地と城外区を包括した都市空間を対象に，市 

民 （世帯主）の職業や課税額を記載したもので， 

退職者や未亡人も含まれるが，整理すると表 2 

のようになる。

まず，商業的機能についてであるが，すでに 

16世紀末には，大青取引による商業的機能は消 

滅してしまった3 およそ都市が生活空間である 

以上，市民の日常生活に必要な程度の商業的機 

能が継続したことは言うまでもないが，大青に 

代替する規模の他地方に影響を与える商業は17 

世紀に登場しなかった。都市内部からみる限り， 

行政的機能と交通的機能のみが官庁の新設，官 

僚の増員，交通機関の発達により拡充されたの 

であった。全体では， 1 万 2 3 2世帯で，数の上 

では手工業，農業，商売が多いが， これらには 

徒弟，マニュファクチュア労働者，分益小作農， 

日雇い農が多数含まれており，例えば商売では， 

元商人，仲買人を除くと，商人は実質 4 9 2世帯
(34)

しかいないのである。 この中で，商売の種類が

注 (33 ) L. L. O tis : Prostitution in medieval Societv, The Hist or v o f  an urban Institution in Langued c. 
Chicago and London, 1985, pp. 53-57，p. 64 and pp. 131-134.

〔34) M. T ho u m as-Sch ap ira : L a  Bourgeoisie toulousaine a  la F in du X V IP  Siecle (A nnales du 
Midi, 1 955 .). p. 319.
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明らかな最も数の多い世帯は織物= 被服関係80

世帯で， この時代，一般に最も重要だと考えら

れていて注目すべき穀物取引に関連する商売は

たった 3 世帯しか現われてこない。 しかも，課

税額6 0 リ一ヴル以上の納税世帯に，商人はわず
(35)

か31世帯を数えるにすぎなかった。 このことか

ら，商人が経済的優位に立っていたとは言えず ,

日常生活に必要な商業的機能以上のそれを期待

できないものと思われる。

次に，行政的機能を担う行政職，司法職等は

表からみる限りでは合計1，1 7 3世帯になる。 こ

の中には，法の実務職に弁護士，代訴人，公証

人といった必ずしも官僚の範疇でとらえること

のできない人々が入っているが， ここでは広い

意味の法曹家として含めておくことにする。 こ

れに年金生活の範疇に入ってはいるが，その出

自から言って当然含めるべき48世帯を加えると，

合 計 1，2 2 1 世帯， さらに貴族の範疇に入っては

いるが，高等法院官僚や市参事会員として授爵

したばかりの2 9 5世帯を加えると，総合計は実 
(36)

に 1，5 1 6世帯になるのである。 しかも，課税額 

6 0 リーヴル以上の納税世帯に，行政職，司法職
(37)

の人々は 2 8 0世帯以上であった。 このことから， 

広い意味での官僚が圧倒的に経済的に優位に立 

っており，その数も多く，行政的機能の充実を 

うかがわせる。

最後に，交通的機能。駅馬車は17世紀に 2 度 

改害されたが， ラングドック運河の開削により， 

1673年から，郵 便 船 Barque de P o s t e がト ウ

ル ー ズ と カ ス テ ル ノ ダ リ C asteln au d ary間に
(38 )

就航して，人の往来を一層容易にしたのであ 

った。かくて，商業的機能の後退による商用の 

旅の減少が予想されるにもかかわらず，行政的 

機能の充実による官僚や関係者の移動，大西洋 

と地中海，両洋が結ばれたため，人の往来，滞 

在は少なくなかったとみえ，表からホテル業で

1 6 7世帯を数える。 これらは課税額で2 0 リーヴ 

ル以上が 1 世帯のみで，大半の 1 4 1世帯が 1 リ 

— ヴル以上に分類されているところから，零細 

経営と思われるが， 1 世 帯 1 ホテルを経営して 

いたとするなら，16世紀に比較して数の上の増 

加は著しく思え， これまた交通的機能の健在を 

うかがわせるであろう。

㈤

以上，17世紀末の諸機能についてカピタシオ 

ン台帳の研究を基に整理したが，18世紀にはど 

のような変化が生じるであろうか。端的に言っ 

て，行政的機能と交通的機能は革命まで继続， 

発展したものと思われる。行政的機能について 

は，各種官庁の集中を検討すれば明らかである。 

すでに16世紀の項で指摘した官庁の他に，地方 

尚書局Chancellerie du P ala is ,総徴税区財務局 

Bureau des Finances de la G en eralite ,治山治 

水事務所  M aitre des E au x et F o r e t s ,セネ 

シャル裁判所 S6n6chauss6e， ヴィギェ裁判所 

V iguerie ,騎馬警察署  PrSvots des M arechaux, 

軍事 法 廷 Juridiction m i li ta i r e ,名誉問題裁判 

所 Tribunal du Point d’Honneur， 関税裁判 

所 Juridiction des T r a i t e s ,塩税裁判所  Juri- 

diction des G a b e lle s ,塩倉裁判所  Juridiction  

de Grenier さ S e l , 直轄財産局  Bureau des 

D o m a in e s ,王税徴集請負事務所Direction des 

Ferm es r o y a l e s ,地方長官補佐事務所Subd6- 

legue de l’Intendant， 取引所付商事裁判所

Juridiction consulaire de la B o u rse  とあ

るし，団体事務所として，王立書籍販売• 出版 

組合  Chambre syndicale royale de Libraine  

et r im p r im e r ie ,商 工 会 威 所  Chambre de
(39)

C om m erceがある。官僚の数は正確には明らか 

にできないものの，大規模な高等法院， フラン

注 （35) Ibid., pp. 319-320.

(36) Ibid., pp. 318-319.

(37 ) Ibid., p. 319.
(38) Coppolani, op. cit” p. 75.
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ス地方財務局を別にしても，中規模官庁には地

方尚書局で33人，総徴税区財務局で33人，セネ

シャル裁判所で22人が一定のレヴェル以上の官
(40 )

僚である。かくて，18世紀には， さまざまなレ 

ヴェルの官庁がトゥルーズにひしめきあい，そ 

の分掌する権限を行使して行政的機能を発揮し 

たのである。

これに対して，交通的機能については， トゥ 

ルーズをめぐる交通網の充実等を検討すれば明 

らかになる。陸路では，道路網の充実が著しい。 

これは王権による整備で，18世紀後半には続々 

と開通する。例えば， トゥル ー ズ一ル ェ ル グ線， 

トH7ル 一 ズ一 タラ スコ ン = シ ュ ル = ア リエージ

ュ T arasco n -su r-A ri6g e線 ，トウルーズーカス

ト ル C a s tr e 線， トゥル一ズ一 ボルド一線等で

あった。中でもラングドックの幹線駅通路に至

つ て は モ ン ト バ ン Montauban— トウ ルーズ一

モンプリエ Montpellier— 二 一ム N i m e sを結

ぶが，里程標を埋め，舗装し，路肩にはにれの
(4 1 )

若木を植えるという念の入れようで，「ラング 

ドックの道路くらI 、旅行者に印象的なものを知 

らない。イギリスではこのような努力など思い 

もよらない」 とヤングをして1787年に感嘆せし
(42)

めている。 かくて，駅馬車が 17 3 2年から路線 

の増設により既存路線の他に， ア ル ビ Albi， 

カストノレ， オ ー シ ュ A uch， ポ 一 Pau， フ 

ォ ワ ， サン = ジ ロ ン Saint-Girons， モ ン ト レ  

ジ ョ M ontr6jeau, バ ニ ェ ー ル = ド ニ ビ ゴ 一 ル

B agn eres-d e-B ig o rreの諸都市と結ばれ， 1789 

年には，パリ，モンブリエ，ボルド一と毎日， 

他の近隣の約50の都市とは週2 ， 3 回結ばれる

に至った。乗合 馬 車 D ilig e n ceも導入された。

これは決った路線を決ったダイャで定期的に運

行することにあり，パリ，ボルド一，マルセイ
(43)

ュの路線がそれにあたる。水路では，西はガロ 

ンヌ河を下ってボルド一へ，東は運河でカステ 

ルノダリから更に延長されて地中海岸の港ァグ 

ドA g d eまで，郵便船が毎日運行された。 I 、ず 

れの郵便船も夜間は停泊し，乗船客は陸上の宿 

泊施設に泊り，水門操作回避のため25回乗り換 

えるので，所要日数は 4 日かかったが，乗合馬 

車は最大規模車輛でさえ定員15人なのに対し，
(44)

1 度 に 1 5 0人を運送できるのが強みであった。

かくて， このような定期運送により， トゥルー

ズから半径100— 150キロ以内にある主要地域の

住民はいつでもトゥルーズに出て行くことがで

きるようになり， トゥルーズと近隣諸地方との

関係が強化された。 これまで商人のみが近隣諸

地方に商品を輸送して商売をしたが，定期運送

の充実により，個人が直接トゥルーズに出向い

て小売商人から買い物をすることができるよう
(45)

になったのが特色だが， この他にも訴訟の依頼 

者や官僚の往来も益々容易になったものと思わ 

れる。更に，18世紀の旅行ブームに影響され，

パリ， リヨン，アヴィニヨンそしてイタリヤへ 

と向かう観光のメイン •ル一卜からはずれてい 

たにもかかわらず，一部の外国人旅行者もまた 

姿を現わしたのであった。例えば，異色の旅行 

記 『セ ン チ メ ン タ ル • ジ ャー ニ 一 』 A Senti

mental Journey through Fran ce and Italy に 

よって有名になるローレンス•スターン Lau

rence Sterne ( 1 7 1 3 -1 7 6 8 )は 1762年家族と共に

注 (39 ) R am et, op. cit., p. 564.

(40 ) Ibid” p. 564.
(41 ) Coppolani, op. cit., p. 75.

(42 ) Young, op. cit., p. 47 (邦訳前掲書 59頁)。

(43 ) Coppolani, op. cit., p. 77.
(44 ) Ram et, op. cit., p. 593 ； Coppolani, op. cit., p. 77 ； Wolff, op. cit., p. 357 ; H. Cavailles, La  

Route fran qaise, son Histoire, sa Fonction. Paris, 1946，p . 146 ； E . Labrousse e t autres, Histoire 
economique et sociale de la France. Tom e II, Paris, 1970, p. 1 7 5 .宮崎洋著『18 世紀のフランス 

における旅について』（成城大学経済研究所年報第三号) ，115頁及び117頁。

(4 5 ) Coppolani, op. cit., p. 77.

—— 236 i4 5 8)——



トゥルーズにやって来て， 1 年以上も滞在した
(46 )

のであった。また，宿泊者の需要に対処するた

め，ホテルも充実したものと思われる。革命下

で死亡した市民の相続財産申告例をみると，高

等法院官僚の中で最大の財産を遺したのは運河
(47)

建設者リケの子孫で約 1 2 8万フラン，商人で最
(48)

大のそれは約56万フランの時，ホテル業者で最 

大のそれは太陽館H6tel du Grand S o leilを経

営したジャック.ドモン Jacques D o m o n tで
(49)

約19万 5, 6 0 0 フランであった。 ホテル業者と運
(50)

送業者の遺産の平均は 1 万 8, 7 7 8 フランで，小
(51)

売業者のそれの 1 万 4 ,4 9 8 フランより上位にあ
(52)

ることに注目したい。かくて，18世紀には，さ 

まざまな交通機関の改善，発達がトゥルーズに 

集中して生じ，人の移動を容易ならしめ，その 

機能を発揮したことをうかがわせる。

㈥

しかし，18世紀における都市機能はひとたび 

目を市外に転じると，前二者の機能だけにとど 

まるものではなく， もう一1"^別の機能，水路に 

よる貨物の運送的機能が浮上してくる。 これま 

でも目立たぬだけで， ガロンヌ河，アリエージ 

ュ河による貨物の輸送（木材のいかだ流しも含む） 

がおこなわれてはきた。地方長官ラモワニョン 

• ド• バヴイル  Lamoignon de Basville (1648 

- 1724)が1698年に作成した『ラングドッグ州覚

苦』 M emoires sur la Province de Languedoc

は 「トゥルーズにはアリエ一ジュ河によりフォ

ワ地方の生産物たる鉄，鋼鉄，建材，ガロンヌ

河によりピレネーとその近隣地方の木材，大理
(53)

石，石材が入ってくる」 と指摘している。そし

て，今や運河によりトゥルーズとラングドック

が結ばれ，地中海へ水路が開けた。 この結果，

トゥルーズを中心に河川では，上流方向はガロ

ンヌ河，アリニ一ジュ河，下流方向はガロンヌ

河，東へは運河が利用できるようになった。 し

かし， ガロンヌ河には一大弱点があり，河川交

通を円滑に発展させることができなかった。そ

れはガロンヌ河が大きく湾曲する市内に古代

以来浅瀬があり， バザクルの堰 Chauss6e da

B a z a c leがもうけられていることにある。河船

は上流から下ってきてもこの堰に阻止されるた

め，その手前で荷を陸上げしなければならなか

ったし，下流から遡上してくる場合も同様であ

った。 これはトゥルーズの河川交通にとって一

大ネックをなしていた。 このネック解消を目的

に 開 削 されたのがブリエンヌ運河 Canal de

B rie n n eである。 この工事は1718年に着手され

17‘ 8 年に使用開始された。 これはラングドック

運河とガロンヌ河の接合点から堰を迂回して市
(55)

の中心部でガロンヌ河と接合した。 このため河 

の右岸にラ .ド ラ 一 ド L a D a u la d e ,フリエン

ヌ，サン = ピ エ 一 ル S a in t-P ie r reの 3 河岸が
(56)

1767— 1777年にかけて建設されたが，ヤンダが

注 （46) W. E. M ea d : The Grand Tour in the eighteenth Century. New Y ork , 1972，pp. 248-249.

(47 ) J. Sen tou : Fortunes et Groupes sociaux a  Toulouse sous la  Revolution, Essai d ’Histoire stati- 
stique. Toulouse, 1969, p. 8b.

(48 ) Ibid., p. 189.

(4 9 ) Ibid., p. 338.

(5 0 ) Ibid., p. 331.

(51 ) Ibid., p. 293.

(5 2 ) W olff, op. cit., p. 356.

(53 ) F r. M o re il: L'lntendance de Languedoc d la F in  du X V IIe Siecle, Edition critique du 

m o ir e 《pour l ’lnstru ction  du Due de Bourgogne》. Paris, 1985, pp. 230—231.
(54 ) Faucher, op. cit., p. 84.

(55 ) Coppolani, op. cit” p. 7 4 ; G. F r e c h e : Toulouse et L a  Region M idi-Pyrenees au Siecle des 
Lum ieres Q v ersi670-1789). Toulouse, 1974, p. 606.

(56 ) Coppolani, op. cit., p. 90.
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表 3

鳥が鳴いて 

高くなかっ 

でにラング 

も近づく地

港は 700 メ

船だまりか 

立し，サン 

市中のギル 

デュック通

ぅ上ょの 
ょ送た少 

い運つ多 
す
，あ

日 

やてで今

模 河 船 （1，! 

したもので 

最大規模も 

ができよう

(60) 
のである。

平均を 100

するに， 'i

てトウル，

いる」 と指摘したように，利用度は

たように思われる。 というのも，す

トック連河かトゥル一ズの城壁に最

点に，1708年，サン = ソヴ一ルSaint-

:が建設されていたからである。 この

一 トルの河岸と 1 万平方メ一  トルの

ら成っていて，附近には倉庫群が林

= トオバンS ain t-A u bain城外区と

メリ通り Rue de G u ilh m e ry ,アク

.り Rue de l’Aqueduc には，港湾

'頭が集中して居住，近くには搬入し 
(58)

に穀物市場が設けられていた。かく

.重要であったのはラングドック運河

うだ。 この運河の利用については，

ことが判明している。例えば，表 3

:行した河船の数と利用された最大規

500力ンタルで約7 3 トン）の推移を表わ 
(59)

ある。 これによって，河船の数も， 

順調に増大したことをみてとること 

。 また，表 4 は トゥルーズで徴集さ 

:行料収入の指数の推移を表わしたも 

これによると，1700— 1709年の収入 

とすると， これまた順調に発展し， 

約2. 8 倍とか3 . 1 倍に達している。要 

船の数，最大規模船の大型化，そし 

ズにおける航行料指数の增如から，

運河で徴集される航行 

料収入の指数の変動

トゥルーズ

1700-1709 100
1710-1725 148
1752-1763 193

1778- 1783 311
1784- 1789 281

出典：G. F rS c h e : Toulouse et la Region Midi- 
Pyrenees, p. 620.

運送能力が飛躍的に向上したばかりか，実際に

航行が増加したとみてよいであろう。 しかし，

貨物はどちらからどのように動いたか。一般に，

トゥルーズから地中海方面へ多く動いたと考え

られている。主体は穀物で， これだけで運河輸

送料全体の55— 65% に相当し， これはトゥル一

ズから地中海方面へ向う貨物全体の85% を占め 
(61)

るのであった。残りの15%は特に南仏のボーケ

一 ル B e a u c a ireの定期市の際， ボルド一から

送られてくる砂糖，香辛料，石けん，染料，羊
(62)

毛で，一時的に穀物より優丨乂に立つのであった3

反対に，地中海方面からトゥルーズに流れるの

は90% 以上がベケP e c c a is塩田の塩と低ラング
(63)

ドッグの食用油とブドウ酒からなっている。輸
(64)

送のピークは 1 0月から1 2 月であった。 このよう 

な種類の貨物はどれもがトゥルーズの特産物で

Young, op. cit., p. 2 1 (邦訳前掲書 40頁)。

A rque，op. cit” pp. 187—188; Coppolani, op. cit” p. 94. 

Frech e, op. cit” p. 625.

D id., p. 620.

Ib id” p. 627,

Ib id” p. 627.

Ibid” p. 627.

Ibid” p. 627.

1688年 1730 1746 1760 1770 1786

河 船 約 100隻 150 200 250 260 265

最大河船 1，200力ンタル L5C0 1,500 2,000

出典：F rg ch e : Toulouse et la Region M idi-Pyrenees, p. 625, 

『フランス紀行』で 「ブリエンヌ運河には閑古  表 4
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はなく，特に穀物は周辺地方から輸送のためト 

ゥルーズに集積され，消費地の低ラングドック，

プロヴアンス， スペイン， イタリヤに送られた
(65)

のであった。 この意味では， トゥルーズは貨物 

の集積地であったと言えるが， どのくらいの市 

民が運送的機能に関与していたであろうか。例 

えば，運河を航行する河船の船長は1765年当時 

260人おり，228人の所在が明らかだが，多いの 

はアグド在住48人， マ ル セ イ ユ在住30人，セッ 

ト在住19人，ベジィェ B e z i e r在住16人，ボ一

ケール在住11人で， トゥルーズ在住はわずか8
(66)

人であった。 このことはたとえ施設や条件が十 

分整備されて機能が発揮されていても，関係者 

の多くが他所者という場合があることを示唆し 

ており，都市研究にとって内部からのみみよう 

とする研究方法へ警鐘となろう。

㈦

以上， トゥルーズの都市機能をめぐって16世 

紀から18世紀まで検討した結果，16世紀には， 

商業的，行政的，交通的の三機能が顕著であっ 

たが，やがて17，18世紀には，行政的，交通的 

のニ機能の他に，更に運送的機能の存在を指摘 

できよう。 このような変化をみてくると，16世 

紀において最も顕著であった商業的機能から18 

世紀において最も顕著であった行政的機能への 

大きな変化が特色であるが， これはそのままト 

ゥルーズの基本性格上の変化を，要するに国際 

商業都市から王国の有力行政都市への変化を反 

映しているのである。そして， この機能上の変 

化には，事件史的経過の背後にある社会的，国

制的相互連関があったのである。 これを端的に

表明したのが，前 述 『ラングドック州覚書』に

おける地方長官バヴィルである。 この中で，彼

は 「大商人の子弟はおしなべて父の商売を継い

で支えるより，授爵するか官職に就きたがる」 
(67)

と喝破している。わずか 2 行たらずに集約され

てはいるが，その意味するところは深長で，い

ささかの説明を要するであろう。すなわち，王

権は中世末ないし近世初頭以来，拡充する国王

権力，対外戦争等のために，囯庫の逼迫が生じ，

その補填のため国王官職を売却するに至った。

この売官制は次第に拡大され，司法，財政，陸

軍，更には都市等の官職に及んだ。官職には序

列の上下により価格が異なり，上位官職には譲

渡できる貴族身分をはじめさまざまな特権，恩

典が与えられていた。 このため，当時の不安定

な社会，経済の諸状況に商売の先行き不安を感

じた商人は事業で成功すると，先を争って官僚

への道を求めたのであった。その方法は子弟に

大学法学部の教育を受けさせ，王権から売りに

でた国王官職やすでに官職を保有している者の

官職を金で買取り，私有財産化することにあるC

トゥルーズでは，大青取引で財をなした商人の

子弟で， アセザ家のように高等法院官僚に華麗

なる転身，上昇をした者は少なくないが，その

後も，大青ほどではないにしても多少とも商売

で成功した商人の子弟は官職への就任を目ざし 
(68)

たのであった。 これは商売によって得た利潤が

商売に再投資されることなく，国王官職という

一種の不動産に投資されることを意味し，企業
(69)

の健全な発展を阻害し，停滞を招来した。かく 

て， トゥル ー ズ の 都市機能の重心が移動したこ

注 （65) Ibid., pp. 754-755.
(6 6 ) Ibid., p. 625.

(6 7 ) M oreil., op. cit., p. 231.

( 6 8 ) 不十分ではあるが，筆者はこのアウトラインを『近世フランスの法服貴族の形成と諸様相につい 

て』（『史学』，昭和43年 9 月刊，123-140頁）によって， トゥルーズ高等法院については『十八世紀前 

半期のトゥルーズ高等法院官僚』（上下）（『史学』，昭和62年 9 月，11月刊，2 5 -73頁及び65-93頁）に 

よって，明らかにしたことがある。

( 6 9 ) 宮崎洋著『18世紀フランスにおける最高諸法院官職について—— 社会的機能の検討—— 』（『史学』， 

昭和46年 5 月刊) ，104頁。
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とは大商人の子弟らによる猫(官運動に一■因があ 

る， と考えることができよう。

以上， トゥルーズを事例に都市機能の変化を 

検討したが，そこには，地理的環境，歴史的経 

緯，都市の内部事情，他地方との関連，あるい 

は社会の構造変化等が複雑にからみあっている 

ことが明らかになった。ある時点で都市の断面 

を切り取ってみることにも意義があるが，それ

以上に，長期間に及ぶ都市の内部構造を多角的 

に検討する必要もあろう。本稿はこのような検 

討の一小事例である。

〔本稿は比較都市史研究会（1991年 1 月1 9日） 

における報告に修正，加筆したものである。〕

(商学部教授）


